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「法定死」と「障害年金の実務処理」研修のご案内 

 
拝啓 残暑の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。       

平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 
  
    さて、この度の東日本大震災では、行方不明者や死亡時期の判明しな

い遺族年金等への対応として、これまでの年金の本には殆ど記載されて

いない「法定死」の体系的理解を我々社労士に迫りました。 
     被災地の社労士には、具体的請求手続きを為す上で、もとよりこの知

識は不可欠ですが、被災地以外の社労士にも今後の実務上の知識として

是非とも習得しておかなければならない極めて重要なものです。 
    又、大震災に伴い沢山の方々が障害状態に陥りましたが、障害年金の

請求手続きにおいては、実務上鉄則とも言うべき処理手順があります。

本書は、従来の教科書的視点からの記述を離れてこれを平易に解説しま

した。一人でも多くの社労士に障害年金に強くなってもらいたいとの思

いで書いています。 
そこで、同封の『東日本大震災被害者のために』に図書をご購入の方

に限り無料で研修をさせて頂きます(交通費及び日帰りできない場合は宿

泊費のご負担願います)。 
詳細は別紙をご覧いただきご不明な点は、㈱服部年金企画までご相談 
下さい。 

 
結びにあたり貴会のますますのご繁栄を祈念申し上げます。 

敬具 



研修の内容及び講師等 

 
 

① 研修の内容は遺族年金に絡んだ法定死について       
・・・従来の年金テキストにはない内容です 
 

 
② 障害年金の実務処理の仕方 

 
 
③ 講師 ㈱服部年金企画代表取締役 伊東勝己 

 
 
④ 研修時間は 2 時間から 3 時間を予定(午後を希望) 

 
 
⑤ 研 修 テ キ ス ト は 『 東 日 本 大 震 災 被 災 者 の た め に 』          

(割引価格税込 500 円) 
 
 
⑥ 研修をさせて頂いく社労士会等 

北陸三県女性社労士懇和会、東京都社労士会武蔵野支部等 
 
 
月刊社会保険労務士 ９月号 読者のひろば 掲載予定 
 
 
 
 
 

 
 
 


